
大分県電子申請システム

令和８年７月末 昨年同期 増減

発生件数 ２６件 ２８件 −２件

遭難者数 ３３名 ３３名 ±０名

※数値は暫定値です山岳遭難の発生状況

７月中は、『４件５名』の山岳遭難が発生しました。
このうち熱中症によるものが２件発生しています。
今後も残暑が続くと予想されていますので、登山をする際は、

適度な塩分補給とこまめな水分補給を心掛けてください。
登山途中に『頭痛』や『めまい』などの異変を感じたら、休憩
を取り、体を冷やし、回復してから下山しましょう。
回復しない場合は、救助を要請してください。

転倒・滑落 道迷い 疲労・病気 その他・不明

発生件数 １１件 ８件 ３件 ４件

遭難者数 １１名 １４名 ３名 ５名

【もしもの場合に備えて・・・】
写真は、夏山の登山者を上空から撮影した画像です。
季節や場所にもよりますが、夏期は「⽩・緑・⿊」などの⾊は目⽴ち
にくく、「⻩・⻘・⾚」は目⽴ちやすくなります。
逆に紅葉時期では「⻩・⾚」などは⾒えにくくなります。
登る山にない⾊の服を着ることで、万が一遭難した場合に救助隊が
発⾒しやすくなります。
帽子や上着、リュックなどに目⽴ちやすい⾊を取り入れることで、
もしもの場合に備えることができます。
これらの⾊を取り入れたコーディネートを楽しみながら、安全に登山を
楽しんでください。


